
（商工－様式２）

商工会

※戦略評価判定基準：戦略を構成する施策の評価結果に基づき、Ⓐ（順調）、Ⓑ（概ね順調）、Ⓒ（一部未達成）の３段階で評価する。

戦略評価シート

戦略１　育て・挑戦を支える商工会 総合評価

施策１ 事業承継の推進

Ⓑ

Ⓑ

施策３ 情報提供など広報活動の強化 Ⓑ

評価結果

課　題

①支援先の絞り込みにより、支援内容の深まり実
行につながった。
②発信内容の多様性、回数が増加した。

評価理由

かづの

今後の対応方針（改善点）

①支援する事業者数が増えず、伴走型支援につ
ながり難くなっている。
②職員意識と事業者との意識に格差がある。

伴走型小規模事業者支援推進事業で取り上げ実
施する。

Ⓑ

施策２ 伴走型支援事業の推進 Ⓑ

評価結果

課　題

戦略２　プロ集団の商工会 総合評価

施策４ 職員の資質向上と意識改革のための取組推進 Ⓑ

評価理由

①ＯＪＴ、研修会開催、研修派遣を実施し成果に
つながっている。
②複数職員での支援や業務に移行している。

今後の対応方針（改善点）

個人支援が多く、チーム支援へ移行するための体
制づくりが急務である。

引き続きOJT、研修会等を実施しながら職員相互
による意識の醸成を図る。

戦略３　事業者が主役の商工会 総合評価 Ⓑ

施策５ 委員会、部会、青年部・女性部活動の強化 Ⓑ

施策６ 青年部・青年部OBなど若手経営者の育成強化、登用 Ⓑ

評価理由

役員・総代などが事業運営を主体的に参画する
状況になってきた。職員の職場改善に対する意
識が高まってきた。

今後の対応方針（改善点）

評価結果

課　題

戦略４　機動的・効率的な商工会 総合評価 Ⓑ

施策８ 事業評価の検証に基づく地域振興事業のあり方検討 Ⓑ

①役員等が参画しやすい制度や体制を整備す
る。
②職員の職場改善に対する意識を高める方法を
検討する。

課　題

今後の対応方針（改善点）

一部役員等に意識の変化が見えられるが、まだま
だ少数でありさらなる拡大を図る取組が必要と思
われる。

部会活動、委員会の開催を通じて会員の意識改
革を図りながら会員主体の運営に移行する。

評価理由

青・女部員、若手経営者が参加する委員会を開
催し、商工会の現状について理解を深める取り組
みを実施した。

評価結果

施策７ 職場改善に関する取組推進 Ⓑ

令和２年度（４年目）

評価理由

①役職員の一体となった会員獲得の取組を行っ
た。
②将来に備えた引当金計上している。
③役員等による商工会運営に関する情報共有を
図っている。

①役職員の問題意識の共有を図る。
②取組の手順や仕組み等を制度化する。

施策９ 組織体制の見直しと運営計画の策定 Ⓑ

今後の対応方針（改善点）

①事務局主体から役員等会員が主導する商工会
運営への移行（情報共有・意思決定）を図る。
②自主財源確保の取組強化と職員数の削減など
による支出の圧縮を図る。

①役職員との連携活動の強化する。
②自主財源の確保を図る。
③業務の効率化の推進する。
④職員定数の削減を計画する。

評価結果

課　題

戦略５　環境変化に強い商工会 総合評価

施策１０ 財政運営計画の策定 Ⓑ

Ⓑ


